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災害発生日時　　　　　　　　　　　　

被 部門 協力会社 雇用形態 ○正社員　、派遣、契約、その他（　　　　）

災 年齢 　31歳 性別：　○男　　女 勤続年数 2年6か月 経験年数 2年6か月

者 傷病名

傷病部位

状況概略（写真orイラスト） 　　　　　

災

害

発

鋭利なバリ

生

状

況

災害の型※１） 6.切れ、こすれ 作業の形態：定常、　○非定常、　その他（　　　　　）

起因物： 天切り缶(バリの部分) 特記事項：特になし

1.人的要因(man)

原

因 2.物に関する要因（machine）

分

類 3.環境要因（media)

4.管理的要因（management)

作業ルールの再徹底(ろ過時の専用桶の使用、耐切創手袋の着用)

対 天切り缶作成方法の標準化(作業安全衛生ハンドブックの活用)

策

対策分類
※2)

： 1-3,6　2-1,4

※１）
①から選択

※２）
②から選択（複数可）

日塗工
整理№(日塗工記入）

　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

発生会社　事業所

　201年12月12日（火）　　14時00分　　　天候（　晴れ　）　温度（　　　℃）湿度（　　％）

災害区分 　　　　○不休災害　　　　　　　　　　　休業災害　(休業：△日）

　納期に追われていた

　ろ過専用のロートや桶があるのに使用を徹底していなかった

病名　（ ―  ）　切創(1.5cm程度)　

左手薬指

①4kgx3缶の製品ろ過において、天切り缶に
　ろ布を入れガムテープで固定。
②ろ過開始後、ろ布が下にずれ始めたので
　素手のままで天切り缶に手を入れ引き上げ
　ようとした時に、手に痛みを感じた。
③確認したところ、指より出血していたので
　応急手当後、病院にて診察を受けた。

　作業のショートカット(容器洗浄工程の短縮)

　天切り缶(特にバリが著しい)、素手




